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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】平成27年9月3日(2015.9.3)

【公開番号】特開2014-33980(P2014-33980A)
【公開日】平成26年2月24日(2014.2.24)
【年通号数】公開・登録公報2014-010
【出願番号】特願2012-174972(P2012-174972)
【国際特許分類】
   Ｂ０５Ｄ   1/36     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０５Ｄ    1/36     　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成27年7月15日(2015.7.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基材上に二酸化チタン顔料を含んだ白色ベース塗料を塗布して白色ベース塗膜を形成す
る工程（１）、前記白色ベース塗膜上に光輝性顔料を含む光輝性塗料を塗布して光輝性塗
膜を形成する工程（２）、前記光輝性塗膜上に、二酸化チタン顔料を含む二酸化チタン塗
料を塗布して二酸化チタン塗膜を形成する工程（３）、前記二酸化チタン塗膜上にクリヤ
ー塗料を塗布してクリヤー塗膜を形成する工程（４）を含む複層塗膜形成方法であり、
　前記光輝性塗料が、ＴＩ（チクソトロピックインデックス）値５．５～７．５を有し、
前記二酸化チタン塗料が、ＴＩ値３．５～５．５であり、かつ、二酸化チタン顔料の顔料
質量濃度（ＰＷＣ）０．１５～２質量％を有し、
前記二酸化チタン塗料に含まれる二酸化チタン顔料のうちの６０質量％以上が、５～３０
０ｎｍの粒子径を有する二酸化チタン顔料であることを特徴とする複層塗膜形成方法。
【請求項２】
　前記白色ベース塗膜がＬ値６０～１００を有する請求項１記載の複層塗膜形成方法。
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